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京都北東部，京都大学jjf生演出i林の探商750mの隠根容IHとあるスギ天然生**の**分構造や現

どを1980:!f.に純資し， 1987年まで7年間関調査院のU}木調査を行って林分構造や生長;監の

変化ぞ調べた。

調資林分の胸高目立探 5cm 以上のft*:<i寸法は ha~ り 2247本， J掬~道断簡結合計は 74.1 m2で，こ

のうちスギが本数の68.1%，胸高断面積合計の85.29援を市めていた。林践の上閣を形成している

胸日夜桜25cm以上， 1銭高およそ 15m以上のスギは ha部り502本，胸;河断閣総合計51.2 m2で
に林分の大部分をしめている。広葉樹は13miで本数の多いものはソヨゴ， リヨウブ，アオハ

ダ，マルパマンサクなど，胸高断荷積合計の多いものはクリ，ソヨゴ，タムシパなどで上!認を形

成するスギの樹誼が破れたところに広葉樹の I:l~桜木が集中している。

相対生長関係から推定したスギの幹設はha当り 176.8t，斡材騒456.2m3，技盤24.5t， 

23.3 t で，認滋は一般のスギ人工林の澄と大法がないが，校f誌はかなり多い。樹~i字解析から得た

もとに推定した粋の年生長i誌は ha~り 5.35 t (13.8 m3) であった。

1987年の測定によればスギの本数は7年間で約9%減少し，胸高断閣議合計は ha~り 68. 9m2 

で5.8m2増加した。広業樹の本数は約18%;減少し!狗荷断道i積合計はha当り 10.4m2で0.6m2 

減少した。広葉樹は7年間の長良fまより枯死濯が多かったことになる。

このようなスギの俊市した天然佐林の施業法は次の2つの方法が考えられる。一つは，この天

然1:[林の林冠の中，上闘のスギが林分部組の大部分をしめており，スギの向齢人工林と似た締法

であることから，スギ謀総の3096ほどをJJi旬高目立後30cm以上の上関水のうちク?によるま1I皮被惑

なと、の被努水を cl~心に潜水して，人工林のよj郎副伐と開じような方法で択伐をい，践った林水

の生長を{足巡し，議磁の質的向上をはかる。他はよ1r!J;;Jミの大部分を伐採する方訟で，これにより

スギの諸積の約8596を伐保することになるが，腕前説話 5"，25cmのスギが ha当りおよそ 1000

本あり，これに伏条，tJj:，f'住樹を加えて後継総jの育成を計る。この伐採の後は人工林と向じような天

然生スギの{ネ背作業会集約的に災行ずる必要がある。 L吋~~1，の方法も広葉樹のうちいわゆる有用

広葉樹はスギと陀じように保育する方法がJ道~であると考えられた。
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はじめに

京都府‘北東部，京都大学戸生演習林の標高600--...700mから上告151Cは，スギ，ブナ， ミズナラ

にした天然生林が!去がっており， 4も:に斜面上部から賂絞Ì~I) (こはスギの続交割合の高いえ~~林が

みられる O この地域のスギの大部分ば伏条によって克彩rrしていると考えられているが一部には天

然下1遺児新による5t/:lミもみられ，広葉樹の樫絡も多く線維な林分権迭を形成している。これ
然林の樹1illの分布や森林組については多くの調査がなされ報告されているじ丸山ヘまたこれら

の天然生林の一部は森林jfi!I業研究の対象となっているが施業上の取り扱い方法や保存などについ

て検討するためには林分の椛滋を質的，法的にくわしく知ることが必説ーであり，市m:i誌が行われて
きた5出。

このような調査研究のなかで，林分現存:段の解;ifTをもとにした林分生絞カに関するものは当演

習林内では，ブナ林7九 スギ人工林8九 ほか2，3の林分で行われているがスギ天然生林のもの

はみられない。一般にスギ人工林に関する林分生ifVJ(こ閲する資料は各地域にわたりである

が，スギ天然林に隠するものはほとんどみられない。

本研究は，特にスギの割合の高い天然生林分の構造を林分の羽海:泣や詫;鼠をもとに検討する

ことを沼的にしたものである。

伐{i~縮査やf桜木調査に多大な御協力をいただいた戸生協習林教職以各位に深く感謝する。

調まま地の概況と調査方法

調査地は京都大学ミ蹴習や~ (京都府:1と設問郡美U_IIIlJj"f生) fjf~ 4林班の潟聞にi匂って緩やかに

下降するよ部が比較的広い賂桜付近にある。 この綿査地の南方約4kmの戸生損習林事務所梢内

(標高363m)の気象観測によれば平均気混11.OOC，年降水没2371mm， 積三雪深は約 1mであ

り，調ま在地の東方約2.5km， t~lï窃 640mの良治谷作業所の観測によれば平均気織は構内よりお

よそ 20CI.尽く，降水散は約400mm多く， 積雪深は2--...3mである970 この地域の天然林の解

析3)によれば擦問およそ 600m以上がi院都落諜樹林とされており，本調査ifu.周辺のや~i:日は斜聞の

上部から尾根部に0.5--...2ha 皮のスギの混交割合が高い天然住林が班点状にあり，斜加のct，

下部ではブナ，ミズナラ，クリ，シデ類などの割合が向くなるo

1921年の戸生演説林投工主役の森林の取り扱いは記録されており，本淵現地は設定後入手が加わ

っていないが，それ以前の状i況は明らかでない。しかし，演習林設定~Il寺の綿資記織などによっ

て設定のかなり以前から全域にわたりスギや有用広葉樹の伐採がf.i-われ，水巡などで搬出，利用

されていたことが明らかにされており，本調査地のある1:¥14林琉でもクリのtt木が{'pられ搬出さ
れていたといわれているl的。

調査!去はp(~日目 I匂約151交の傾斜で下降する尾根付近のスギの混交割合が特に向いおよそ 0.8ha 

の林分のほぼ[11央部(Cj位ほしている。 !浅は30mx30 m (水平市i積837.0m2) の~q

NMの一宮1)(まjJií ~!Hこ約 '25
Q

で下降している斜部上部になっている。 m;JまE[去は 10mx10m の 9 !j、調

査i去に区分されている。

調査は1980年 9}] に 5cm0Jニの全林水の胸 !!I~:;目立筏と樹高を測定し， 隣接した林分から胸高波

住6""，，52 cmまでの各出話Iq;yにわたる合計16本のスギを伐倒して間別にメIJり収って各郊分のill設

を測定し， 1主j幹解析を行った。腕筏5cm以下と下問の1fE[物は調査i忍i々の 10m x 10 m rJqで

綴知加本数や被皮を淵資した。また潤査区内の.j:M河30cm--...l00 cmのスギ滋樹20本の樹高生
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縫与を測定した。

結果と考察

1. 林分の構成

19801:ドの測定によれば，胸i苅E霊能 5cm以上の立木は ha当り2247本，胸高続出綴合計は 74.1 

m
2あり， このうちスギが本数の68.1%，JJ句高級市iTtI合計の85.296を占めているので盤的にはほ
ぼスギの純林とみる ζとができるであろう(表1)。胸;活躍箆 5cm以上の広誕樹は13樹穣で，

*数ではソヨゴ， リ臼ウブ，アオハダ，マノレパマンサクなどが多く，胸高tffr商経合計ではクリ，

ソヨゴ， タムシパ， コシアブラなどが多い(表 2)。分割した 9簡の 10mxlOmの小翻まま区

内のスギと広葉樹の権成を比較すると，話~ 5 125.のスギが少なく， J五葉樹のl胸肖断面積合計が多い
(閲-1)。 この第51廷とその周辺部ではスギの林誌が部分的に破れており，クリ， コシアブラ

など陽性樹識の中経木がみられる。第 4125.ではほ経の大きいスギの割合がi克く，広部樹はIJ¥設の

ものが多くみられ，第8区にもこの1tr1向がみられる。このようにスギの林抵の破れたところに法

挺樹の中，大接木が生育し，林抵の中，下腐を占めるスギの欠けるところに広誕樹の小桂木が生

対しているようである。

'[、able1 ~すumber of treos乱ndbasal area of日tudiod
stand CDBHみ5c悶)

Basal al'C住
rrf ha-' :¥0. ha ←i rrf ha-I 

1530 63.1 717 11.0 
1530 63.8 693 9.9 
1482 64.9 621 9.9 

1983 1/182 66.0 609 10.0 
1984 1tj34 67.0 598 10.1 
1985 1tj58 67.5 598 10.1 
i官86 1386 67.7 598 10.2 
1987 1398 68.9 586 10.4 

Tablo 2 :¥umbeγ01' trGes and basal area among the compon日nt01' 
broadleαved t1'悦 specios(%ωr lol日1of broadl附 vedlrees) 

ュiumber01' lr官官s Ba日alarea 

.fLex pedμncLoぉαソヨゴ
CLethra hariJincruisリョウブ
!lex mαι.'I'opodαアオハダ
Hαmamelis jαρonicαsubsp. oiJtsusαマJレパマンサク
バoliαsalicifoliαタムシパ

8tyrαx jαponicαエゴノキ
!lex SugerohiクD ソヨゴ、
Castαneαcrcnatαク1)
Acαnthopαn仏xsciadophyLloidesコシアブう
Fαgμ討 crenαtα ブナ

ηwngolica uμr. grosserrαtα ミズナう
!3eLi1ra g/，()SSα ミズメ

23.3 
[8.3 
13.3 
13.3 
5.0 
5.0 
5.0 
3.3 
3.3 
3.3 
3.3 
1.'i 

1.'i 

16.3 
6.3 
9.6 
1¥.4 
12目3
2.1 
0.8 
24.5 
11.5 
8.8 
2.5 
0.5 
0.5 
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Fig. 1 Numer of trees and basa! area 
of each nin巴sub-plotsin 1980. 

Fig. 2 Frequ己ncydistribution of DBH 
and height. 

スギの締高i夜筏5J1jおよび樹高別本数の分布をみると，腕i認i削芸が大きくなるほど本数が少なく

なるが， 15""'-25 cmの本数が特;1こ少ない(悶-2)。樹高についても高くなるほど本数が少なく

なるが 8，"，，14mの個体数が少なく， }~旬刊誌径と樹液jの関係からみると似体数の少ない蹴経と樹

[誌の範翻はほぼ一致しており，林抵のct胞に{立註するスギが少ないことを示している。広m;樹で
はj胸高i在径が大きくなるほど本数が少なくなり，樹高が詞くなるにしたがい本数は少なくなる。

広策樹はスギの本数の少ない樹高約 14m 以下の本数が多くなり，樹高8，"，，14mの範闘ではスギ

と広葉樹の本数が{以た般を訴しているが8m以下ではスギの本数が多い。樹;¥;者約 10m以上の広

:m11諮はクリ，タムシパ，アオハダ，ブナ，ミズナラ，コシアブラなど15本で，ブナを除いて他は

陽性または学協'肱の樹穫である。

腕i商i断基 5cm以下の樹木は調査区内の 10mx10mで調ぎをした結果，スギの胸i高官室経 5cm以

下で樹i諾2m以上が3本， 樹高2m以下で伏条性稔樹と認められるものが34本あった。広葉樹

はイヌツゲ10本， リヨウブ5本，ツルシキミ 5本，クロソヨゴ2本，ウラジロガシとソヨゴが各

l本， r認さ 60"，80cmのチシマザサが被度25%で林床を被っている。

2. 現存滋と

悶-3，4 (ま伐fflJ綿笠木の相対生長関係で， ζれらの!理係は，小さな個体ほど斡の躍に対する

校の認:や誕のf誌の割合がi窃く，特IC紫:設の割合が拓くなることそ示している。間一3，4で示し

た関係式を用いて， 19801:tの1:fj水制賢から翻:l!t林分のスギの現存査をと幹生長散を披定した結果が

3である。なお広葉樹のt足掛調査は行わなかったので，本演習林内のブナ林で調査された結

果7)の相対住長関係を用いて斡材績を推定したと ζろha当り 55.1m3であった。

スギの葉:鼠23.3t ha→は，スギ人工林の禁致 19.6:と4.4t ha-' 11)の範聞に入っているが，校澄

24.5 t ha-'は一般のスギ人工林に比べて多いようである。市l揺ら8)は本演習林内の標高420.....，640

m，林l始16.....，45年生のスギ人工科tを綿資し， 45i:f.~位で 29.8t ha-'，校長t18. 6 t ha-t， 36主f~::

で架設22.0 t ha -1， A支泣11.0 t ha-Iを推定している。これに比べ木綿資材;分では，誕i立は36年生
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Fig. 3 Relations of dry weight of stem 
(Ws可 ). branch (WD) and leaf 
(WL) to 即日 (DBH2X height). 

Fig. 4 Relations of stemvolume (Vs) 
and stem volume increment 
(iJV s) to D2H. 

Table 3 Aboveground biomass and . annual 
incremむntof Cryptomeriαjapomcα 
凶 Lim日tcdon 1980 

3tem Cwith Bark) 
Branch 
し日af

176.8 
24.5 
23.3 

156.2 

Annual 
of stem 

y 
13.8 

に近いが，絞殺は約2俄で， 2産量の多い45年生の技滋よりも多い{誌を治している。 ζのように校
:慌が多いことは，この地域のスギの下校が長く下型していることや伏条をよく形成する性質が特

徴である 121eされている ζとと関連している。

胸i悶践接 15cm以上のスギの本数は ha鳴り645本，材積は 428.0m3で， この林分の幹散の大

部分を占めているが，このfu創立一般スギ人工林の林分度管l!J1認]131の収滋比数0.7付近iζ位践し

ており，下j認にスギが多いことや広葉樹が滋交しているのでスギのー芥林として比較することは

閣総であるが， :!立的iこみであまり恕な林分であるとはいえない。

スギの各部分のf誌の恐i夜分布は，腕i同日立筏 25cm， 15""，，25 cm 品上， 15 cm以下の 3つに底分

して示した(悶-5)0 この[笈分を樹高でみると，およそ 15m以上， 8""，，15 m， 8 m以下になり，

本数では34%，9%，57%，池上部現存f訟では84%，89五， 89ぎをそれぞれの区分が占めている。
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Fig. 6 Relations of stem volume 
increment in the latest 
one year (dV $) to leaf 
weight (WL). 

25 cm以上のスギは林泣のと!商品?形成し，現存ITkの大部分を占めており，中j寝iと下胞は

;f;，':liIJ合は少ないが，下回のヌ14数は多くこj交林にま知以した構造ーをもっている。

j立は 15.3..，.-.17.3mのJ¥'1Jが肢も多く， でも 3.3-，，5.3mの弱ま がみられ，樹短長が段

いことを治している。

幹の年強長率l立大きい個体ほど大きく t l~t'宇材磁約 1 m3では3.296'， 0.2 m3で2.8%で， さらに

小さな個体では生長率の{底下が大きかった。図-6は斡の生長fまと鎚j立の関係で， j封7訟の位置が

開じであれば幹の生長立葉虫に比例するものとして単位張主あたりの設近11:1::'間

みると， j~H誌が上回のものは 0.68 dm3kg叶y-'で， ，下j誌はそれぞれ0.40，0.14であった。

このよ関の縦は，安藤14)らのスギ人工林の倒0.8.......1.2に比べて低いものであった。 なお斎藤ら引

によるスギ人工i*の幹設の強兵設による問機な他はO.30.......0. 48 t t-1y→であり， この天然生林分

のよ間水の》艇はO.24t t-1y-lで，やはり低い憾であった。

3. *水分名!な迭の経年変化

おJI冷静析により をみると，樹紛50年生では樹高 1.......3mで， その後樹高

は倒体によって授が大きくなり住民の速いものは150年生で20m前後に悲し林j誌の上!認を形

成しているが，遅いものでは 100年生で5.......8m，その後も生長散は少ない(関一7)0 ~1-7 か

ら 30年生までの :;rf.均年樹高住民散をj'1fi~立すると 2.......4cm!となり，それ以後は生長の速いもので伴

15"，20 cm，少ないものでは約半分の 5，"，"，10cmで100'"150年生でも樹刊は中胞に位践し

被庄の状燃が続いている。なおfえ{fiJ鵡 fj~木の当停の結~i î~・長は現在のおJi:百が 5 ""，，10m のもので

1. 5.......1. 8 cm， i~J;\~G 10"，15 mが3'"'-7cm， 桜花15.......20mでは 7.......19cmで樹j:t争解析による推定

より~三段位がやや少なくなっている。

調主f.;j本分内の結lt%30"，100 cm のスギ:'ff凶J20木の樹高長の ~I:J定結果は， 7 "fl日jで3本が枯死

し， 17木の年初長、i立は1.3"，4. 3 cm，平均 2.6cmであった。 また本間資料;分に近いスギ・

広j完結j天然生林内{三樹ア制決したスギ祁:樹の年樹生長は 2.........3C11115)であった。樹1冷静析で得
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1900 YεAR 1950 1980 

これらのlrl:iに大休一致しており， 100"'150年以前の林分の閉鎖の状

られた。 樹齢100年以上の14本のうち 5本が1890'"1900年に樹

に大きくなっており，林況の部分的磁波があった可能性を訴している。しかし，本

数の割合からみて，林分全体に影響を及ぼすほど大きな変化ではなかったものと忠われる。

スギは7年間でha~りにj災体すると 167本が枯死し36木が腕高成後 5cm 以上になって jJIJわっ

た(表… 1)0 j'lli%木の最大のものは胸i誌は後23.6cmで{告は 15cm ø~ドであった。 腕出l訴ili

の年間泌が11誌はjl~死抵の多かった1986{ドモ除くと 0.5"，1. 2 m2ha-1y→ 

必である-8)0 J.ぷ荒jMは7

たi>JJllt説明

は1981， 1982の阿年の拍死Iil
O. 10"，0. 21 m2ha→γ2の地主11がみられる O しかし 7年|討を過してみると住民泣より枯死拾が多く，

0.59 m2ha→が減少した。

測定後5年間の1985年のスギの1jJ;;jc湖沼結果を1980年のお]対生長関係をmいで材般をJ設定した
{ま 10.8m3ha-1γ1ところ 510.0m3ha-!が得られたの 1940停の現存5iとの泣から求め

で5"1ミ!日]の枯死i立を加えると 11.1 m3ha-!y→ (4.30 t ha-! 

y-りになった。 この{i立は1980iドの樹幹線析から?な，た 13.8

m3ha-1y-!よりほい絞で， このj去の必悶については切らか

にできなかった。採161はヒノキ人工林の10年IIlJ

において，同級な措定方法による幹生長iiiに蕊のあること

している。 r1:誕艇について，先にjJSベた方法で1985
年の幹i立を推定したところ1980/'1:':の依より 2.8m3ha叩 1少

なくなっているが， 5年IHJの，h!i9El訟を加えると
l. 24 m3ha-1y-l fこなっ7こ。

広葉私一;のjhJ種別本数とj淘，f:Ij断I首都合計を比較すると 7

1m，こ枯死したもので泣的に多いのはコシアブラとリョウブ
で，本数で多いのはリおウブ，ソヨゴなどである(恕j-9)。

枯死した殺も大きいものはコシアブラの胸向直径36.3cm 

で他は 5"，12cmの小枝水であった。

以上で林分構造の7年間の助きをみてきたが，この林分

CryptomE'ria japonica 
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Fig. 9 Number of tree and basal area of εach 
broadleaved tr邑especies. 
1p : Ilex ted叫nculosaCh: Clethra harbふ
問。rvis1m : Ilex macrotoda Hj : Hamamelis 
jatonica subst. obtusa Ms: Magnolia sali-
cifolia Sj: Styrax jatonica 1S : llex Suge-
rohi Cc: Castanea crenata As: Acantho幡
tanax sciadothylloides Fc: Fagus crenata 
Qm: Quercus mongolia官。れ grosscerata
Bg. Beluγa grossa Lo: Lyonia ordifolia 

の主体であるスギのct，上j滋木の樹}泌が100

"-'200年生であることから今後の変化の方向

を論じることは，測定期間が短いため関雑で

あるが，これまでに持た，傾向からその大絡を

持;却すると，スギJニ J~l木の最近10年間の樹高

1，，-，2111あり，林分の材総生長議は

約111113ha-1y-lであること， iFi!i死*が被

圧された小桂木であることなと‘から当分の問

は徐々に地加するものと考えられる。し

かし被による枯死以外の議般の減少につい

て検討しておかなければならない。~林分の

中，上j溺*の樹幹からみて火後水の割合が多

いとはいえないが，本林分に近い天然主主林の

でも最大日立揺は70"，-，80CI11でそのらの

本数割合は少ない。この地域ではスギのゆ，

大桂木の幹がツキノワグ?による刻j皮被容を

ることが多く 17，18) 近年スギ人工林では，

小径水にも被容がみられ18) 符林上関離な問

題の一つになっている。本調査林分ではj淘

30 CI11以上のスギにクマによるをがみ

られ， 45 CI11以上では，被容の強弱の謹はあ

るが会てが被告子を受けている。斡の会周簡に

ると立名iiれになるが，大部分は樹皮の-1Jliが成って生草子し，さらに被容を繰り越し箆

けるものもあり，被宮木の幹;まj潟村することが多く 19) 斡の腕朽がすすむと強風や降習により折

損し倒れることになる。このような被が，このj河辺の天然生林内(Cスギの大1並木が少ないこと

の際関の一つであると考・えられる。 7年R¥Jiこ融資林分内でこのようなが!木はみられなかったが，

今後このようなl京闘による裕駁の減少のTiJ椛性はあるものと考えられる。

j主張紛の絢両断間結合計は76手間で減少したが枯死抵の多かった1981，1982年を除くと，

均1.0%のi盟加率がみられる。枯死の多いのはコシアブラとリヨウブで， 5 CI11以上になり測定に

加わったのもこの間樹積であり，これらの{山本の入れかわりが他より鋲繁であった。天然林生態

研グループ3) は，この地域のトチ，ブナ，ミズナラ，スギなどが俊市ずる目立j的平衡に述した天然

生林に|創立のミズナラが1¥1*的(c1.見症しているのは，林冠が絶えず破壊され疎開部を生じるため

とし，安臨ら引は標高600"，-，900111の足恨部ではスギが多くブナ， ミズナラは少ないがクリの大

怪木がよくみられると報告している。本調資i去の中火器lì~ 5/J、思のスギの肢が少くスギ林j誌に1M主

れのあることは先に述べたが，この小区をゆ心にクワ，コシアブラ，ミズナラ，ブナなどがみら

れ，この林分の広猿樹の抵の大きな部分を占めている。このような林分内の状況は過去のクマの

まiJ皮被おによるスギ樹木により引き起される林j涯の部分的破壊との関連の可鵠性が大きいものと

考えられる。

翻宝t林分内の広葉樹合体でみると，クリ，ブナ，ミズナラ，ミズメなどは本数が少ないが大筏

水 n::: d:: l守する可能性が大きく，リヨウブ，クロソヨゴなど小経木は生育と i;i~%が繰り返されるも

のと忠われる。
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4. 
した天然林の択伐後の林分構造的や森林補生と』在来方法5) (とついて

なかでもq守!こスニドの割合がく，

とはH~ った施及方法会検討する必裂がおろ

つ。
スギの割合 、林分のう し、

上部について次の 2つの方法

このスギ天然保林の中， ヒj白木はスギの

り，

ょを全て伐採するとすれば， ha当り仰木，

とになる。このような択{えでは，為fI設の問視や!と;然;h1j死ぞ考慮しておよそ

1<.:1沼絞ずるものと考えられる。しかしこのブ'J ?tでは林認の間賠が比絞(i'~述く行われると考えられ

るので，下関のスギの生符はあまり挺進されないであろう。クワ，ミズナラ，ブナなどのj去X1~f

は火経木育成のため践すものとする。

他は，腕J5目立怪 25cmJ2J，、上を伐採する方法でこの方法によればha~A り 514本，木材扱 394

m3，スギの全部結の約8596を伐採し葉i涯の819o'~を失うことになるが， J狗筏 5cm以上25cm 

までのスギが ha 当りおよそ1000 "j~残り， さらに子1貯のスキ:'()~条滋紛のうち，樹高 50 cm 以上

を加えると本数はおよそ 2的になる。この伐jヨ目立スギ人工二段林の上木の伐採と悶，慌で，林内の

rlJ，下部および伏条性的樹などが後継樹としてj自待し得ることを前提にしている。ス=fl犬条f並立ft
紛の林冠疎開後のの可能性について，問ら20)はn史料、:こ役立っためにはI1初期i告に樹高 2m
以上が必張であるとし，荻野ら21' は小径の HU~j の jjがよ水の伐採により浪泣が地却して/主1乏が促

進されるという。また，れ{えによるスギの天然下糧克新の22，23)可能性もあるが，

スギの天然生:fiHMを忽{こ強い陽光にさらすことは治樹の生海上不利セある

間以下のスギと広葉樹は主主す必盟があろう。なお本調内には現犯協性のjぷ~j対やチシγザ

サがみられるのでこのような伐採を行った後は有m広葉樹を除く{むの広葉樹の除{えや下刈りを行
い，樹形の俊j誌なスギf1U長jの立そ言l'るとともに，校泣が多いことから樹対下部の伎の除去など

集約的な作業を加える必裂がある。このような作業により樹幹解析でみられた閉鎖林分下

1'"'-'3 m 1C迷ずるのに必要なおよそ 50 íF， 11l1のうちのかなりの j~jl日]が短縮で念ると

以上の検討にはoくの仮定が含まれているので，
J主謀jまjの助1~などについて資料品結し検討する必裂があると符えられた。
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Resume 

A natural Crytlomeria jatonica stand in Kyoto University Forest located at northern 

east part of Kyoto prefecture was studied for it's biomass and stem growth. The study 

plot was 011 near ridge at about 750 m above seal level. 

The results are as fol1ows 

1. The stands contained 2247 trees over 5 cm DBH per hectare， and basal area was 74.1 

m2ha-1
• 68% of trees and 859百ofbasal area were Cyttomeria jatonica， and others were 

broadleaved trees in 13 species. 

2. Biomass of Crytlomeria j，αiりonicawas estimated based on allometric correlations between 

tree dimensions and dry weight of trees derived from destructive sampling. Stel11 biomass 

of C1'ytlomel'ia jatonica amounted to 176.8 t ha→in dry weight and 456.2 m3ha-1 in 

volume with bark. Branch was 24. 5 t ha→and leaf was 23.3 t ha- 1• 

3. The annual increl11ent of stel11 of CrYlうlomeriαjatonicawas determined by stem ana-

lysis and amounted to 5.35 t ha-1y-l in dry weight (13. 8l113ha-1y-l in volume). 

4. Among the 7 years from 1980 to 1987， the basal area of Crytlomeria jatonica was in・

creased at the average rate of O. 83 l112haふly-lbut the b附alarea of broadleaved trees was 

decreased in 7 years by the death of suppressed trees. It is supposed that the ratio of 

biomass of Crytlomeria jα~þonica in this stand will be gradual1y increase. 




